















成二一年度号」において報告した「家の字は『正』─平田靱負関係の新出資料について」の続報に当たる。前稿では、平田靱負関係の新出資料についてその概要を報告し、明治にいたる平田家の子孫の動向と特に平田家の命名意識と墓碑の由来について考察した。すなわち、兼宗の時嫡流家から離れた始祖宗勝以来 平田家は「宗」字をもって家の名としてきたが、徳川吉宗が、将軍となるに及んで「宗」字を禁字としたため、靱負の父新左衛門宗房は、祖父宗正の「正」字をもって「宗」字に替え正房とし、靱負（当時は兵十郎）も、宗輔から正輔に替えた。以後代々子孫は、 「正」字をもった命名をしている。また、靱負という通 は、 輔から始まり、以後代々受け継がれて明治にいたったが、明治五年戸籍制度が実施された際、当時の当主は、戸籍名に靱負を登録 嫡子は兵十郎と登録した。明治九年靱負（正保）が没したため 兵十郎（正直） 靱負へ 改 願を鹿児島県庁 提出して許可されている。これは、家の名ではなく、社会に通用する名を戸籍の名とするという考え方によったもので、当時の人 ちの名前に対する考え方を知ることが出来る 平田家の霊域 現在は鹿児島県肝属郡肝付町の丸岡墓地にあり、神道式の合葬墓がそれであるが、もと鹿児島妙谷寺にあり、明治維新前後に平田 が神道に改宗し、さ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宗徳とその妻の意である。こ で 恒吉宮之原で戦死 宗仍を外しているのは、平田系図中に、彼が中山大明神と祀られたとあるため、神式にする以前に既に神格化されてい 宗仍を外したも で、もとの墓地には仏式 墓があり、宗仍の法号 彫られていたと思われる。以下、 「正恩
　
妻」とあるのは、正恩とその妻両名であることを示し、




















































































た通名であって、いわゆる姓名という場合には、平田正輔と呼ぶのが正しい。ここでは、混乱を避けるために家の名正輔を用いる。ただし、四代と五代をそれぞれ靱負正保、靱負正直としたのは、こ ふ りの戸籍名が両者共に靱負となっているためである。明治五年の戸籍制度の発足に際して、平田 は戸籍 を靱負とし、その子正直は を兵十郎とした。その後 明治九年正保が没すると、 靱負 いう名が家代々の名であるとして改名願を鹿児島県に提出して許可されている。くわしくは、平成二十二年三月海津市歴史民俗資料館発行の、 「館報平成二一二一年度号」所収「家の字は『正』─平田靱負関係の新出資料について」を参照されたい。注二
　
近代戸籍制度による戸主を入れると、五代正直と六代鶴之








しており、嫡流歴代は、正輔の次は正休である。また、宗温という名はない。 ）つまり岩元流平田系図は、宗温（正香）を歴代と数えながら嫡流家を強く意識し、嫡 家をし ぐといいたいことがよく分かるのである。二　
平成十七年になくなった平田正風氏は、平田正輔子孫の八代当主で
ある。平田正風氏宛書信の中に、岩元虎吉なる人物のものが何通かある。当初彼は、紋章研究 と称して平田正風氏に平田家の家紋につて問い合わせている。 （昭和四十六年六月一日鹿児島高須局消印の葉書）彼は、紋章について、妻の里方 平田と同紋だと確認すると 今度は、自分の家内の里方 義母が、我が家は物証はないが平田靱負後胤だといわれてきたので 家が絶えるのは惜しい、養子を立てたいといわれて 次男に後を継がせたいと思った なかなかうんと言ってくれない。 （この件 ついては、後に高校生の息子
由紀久
を養子とし










嫡流としての正当性をおとしめるかのような内容の風評が、まことしやかに流された形跡がある。死後養子云々というのがその最たるものであるが、戦前の戸籍制度のも で、そうしたことが出来るわけがない。ハナ氏が正直靱負 実子である いう一点に話題を絞って、ハナ氏の前半生の軌跡を無視し、養嗣子の正風氏の家督相続があたかもハナ氏の意志 はなかったか ように曲解したものであろう。ハナ氏は、初め坂元平蔵氏に嫁いだが、平田家の養嗣子鶴之助氏に事情あったため戸籍上平田姓に戻り、鶴之助氏が隠居すると、改めて平蔵氏を平田家聟に迎える。 （隠居後も鶴之助氏は平田姓を名乗り、子孫は今に続いている。 ） 歿後は平田家 主として家をまもり、正風氏を養子に迎えることができたことを機に隠居し日高一彦氏と正式に結婚し日高家に入籍する。この点については、正風 戸籍内容を一覧すればすぐに分かることであ が、そのほか も日高一彦氏の正風氏宛て書簡など、新出資料（詳しくは、海津市歴史民俗資料館報平成二一年度号所収「家の字は『正』─平田靱負関係の新出資料について─」 ）が明快に事態を物語 （いまだ 、ハナ氏の歿後、親族会議で正 に後を継がせることに決 たとまことしやかに書いている人がいるが、ハナ氏の歿後親族会議で話題 なったのは、ハナ氏の墓を日高姓にするか平田姓にす か いうことであって、これは現在見るように平田姓で決した である。そのことは、今回紹介 た「平田家墓碑法号帳（二） 」の記事によっても明らかである。 ）　
ところで、岩元氏の書信によると、当初岩元春江氏の実家には、平




















末まで活躍しており、平田靱負を戸籍名とす 子孫 、明治初めまで現在の平田公園の場所に居を構えていた。このことは、歴史的に明らかな事実である。この一事をもってしても、嫡流平田家の存在は、ゆるぎないも がある。今回新出 資料等との関係で見ても、嫡流平田系図の信憑性は著しく高いと言わねばならない。　
余程のことがなければ、家督を分割する、すなわち分家という制度
はなく、嫡男以外は何か特別の才能があって藩主に認め 別にを立てることが出来ればともか 、 （それが出来ればこ 家は庶 ということになる。先の正央 、嫡流系図に、太守初見とありきちんと御目見得を済ませている。 ）嫡男以外は 養子に るのでなく は部屋住みで一生 送らなければならないという武士 家督相続のルール、それにしたがって嫡流家は現在まで連綿として続いてい 。嫡流家の系図に名の載らない庶子 いた可能性は ろう。だが、岩元流平田家は 「
宗
」を家の名とし、正輔が違例であるとしており、その
系図があることによって、嫡流家との接点がどこに り得な ことになる。万が一靱負の子孫であったとし も伊集院家の山番といことであれば、これは間違いなく伊集院 の下僕であって、士分ではなく、せいぜい郷士 可能性があるかどうか うところ あろう。総奉行家の一族が、家を捨てて副奉行家の下僕になる ど いうことが、ありうるかどうかは、冷静 判断すればすぐ分かる とる。現に存続してい 嫡流家 あるの 、 「割腹以後は家 次第に衰退し、 」 いった 禄を返上云々といったりしている処から、うそ
話だということが見えてくる。以上嫡流家の系図と伝存資料にもとづき別系平田氏の言説について検証した。 
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